
一般社団法人 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 

福岡県地方部会 

第 197回耳鼻咽喉科・頭頸部外科学術講演会 

（第 557回 九州地方会） 

令和 6年度 日医医学講座 

 

日時：令和 6年 12月 7日（土）14：00-18：05 

場所：福大病院メディカルホール 

     福岡市城南区七隈 7-45-1 

   担当：福岡大学医学部耳鼻咽喉科学教室 

  TEL092-801-1011内線 3485.3486 

 

○一般演題 公演時間 7分 質疑応答 3分 スクリーンは 1面です。 

 プレゼンテーションは Windows版 Powerpointでご準備願います。 

 当日使用するパソコンの OSは Windows10、ソフトは Powerpoint(pptx形式)に対応してお  

  り、画面サイズは 16：9，4：3どちらでも可能です。Powerpointのデータ作成には、Windows    

 標準フォント（MS ゴシック、MS明朝、Century,Times,New Roman）をご使用ください。 

 それ以外は正しく表示されない場合があります。アニメーションや動画に制限はあり  

 ませんが Powerpointに貼り付けている動画や音声は Windows Media  Playerで再生でき  

 るように作成してください。Macをご使用の場合はご自身の PCをお持ち込みください。 

 その際は電源（ACアダプタ）と HDMIアダプタもお持ち込み下さい。尚、発表者ツールは 

 使用できません。       

○会場にお越しの際に会員 ICカードで参加登録を行ってください。 

○特別講演は日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会領域講習（１単位）に認定されております。 

 入退室時、会員 IC カードを端末にかざして下さい。講演開始 5分後までに会員 ICカー  

 ドで入室登録し、かつ講演終了後に退室登録した方は特別講演を受講したと判定され、 

 領域講習受講単位が付与されます。登録をお忘れの場合、また講演途中の入退室は単位が 

 付与されません。 

○日本医師会生涯教育講座（３単位）に指定されています。 

○参加費は無料です。懇親会は開催いたしません。 



Ⅰ. 一般演題 

 

第１群（14：00～14：40）    座長 村上 大輔（九州大） 
1. 当院における２０２４年花粉症シーズンのオマリズマブの使用経験 

◯安達 一雄           （あだち耳鼻咽喉科） 
2. 神経炎をきたした副鼻腔炎の症例 

◯青谷 亜由美、次郎丸 梨奈、宮崎 真優、土橋 奈々、田浦 政彦    （浜の町病院） 
3. 内視鏡下に切除し得た 6歳の巨大な左鼻腔腫瘍 

◯川本 健介 1）、三橋 泰仁 2)、木庭 忠士 1）、西 龍郎 1）、佐藤 晋 1）、坂田 俊文 1）                                              
（福岡大 1）、福大筑紫病院 2)) 

4. 鼻洗浄が上気道の細菌叢動態に及ぼす影響 
◯木村 翔一 1)、西 憲祐 1)、唐木佑介 3)、谷口 奈央 2)、山野 貴史 1) 

（福岡歯科大 1)、福岡歯科大口腔保健学講座口腔健康科学分野 2) 
ニールメッド株式会社 3)） 

 
第２群（14：45～15：25）    座長 北村 拓朗（産医大） 
5. シャッター式スピーチカニューレの使用経験 

◯山本 陵太、田中 康隆、安達 一雄、佐藤 伸宏、梅﨑 俊郎       （福岡山王病院） 
6. 音声治療によって気管孔閉鎖が可能となった PVCM の一例 

◯田中 康隆、山本 凌太、安達 一雄、梅﨑 俊郎                  （福岡山王病院） 
7. 頸部外切開で治療した喉頭アミロイドーシスの１例 

◯井上 俊太、千年 俊一、岡 恒宏、三橋 敏順、糸山 慧、佐藤 文彦、梅野 博仁 
           （久留米大） 

8. 顎変形症術後の大量出血に対して当科が介入した一例 
◯綿貫 裕介 1)、宮本 雄介 1）、杉山 梧郎 2)、鈴木 智陽 1）、菊池 良和 1)、松尾 美央子 1) 

森山 雅文 2)、中川 尚志 1）              （九州大 1)、九州大顔面口腔外科 2)） 
 
第 3群（15：30～16：00）    座長 三橋 泰仁（福大筑紫病院） 
9. 耳下腺唾石症に対して術中 CTを活用した症例 

◯藤井 健太、長谷川 翔一、高橋 梓、竹内 頌子、堀 龍介             （産業医大） 
10. 扁桃摘出術・アデノイド切除術における 3歳未満症例の検討 

◯園田 世里夏、西平 啓太 村上 和子                     （福岡市立こども病院） 
11. サクションコアギュレーターを用いたアデノイド切除術後のグリセル症候群合併症例 

◯東 明紗、北村 拓朗、橋本 和明、藤村 慎太郎、若杉 哲郎、柴田 美雅、堀 龍介 
（産業医大） 

 



第 4群（16：05～16：45）      座長 小野 剛治（久留米大） 
12. 甲状腺濾胞癌の分子病理: GGCTは甲状腺濾胞癌と濾胞腺腫の鑑別に有用な分子マーカ

ーである 
◯三橋 敏順 1)、小笠原 幸子 2)、中山 正道 2)、近藤 礼一郎 2)、秋葉 純 2)、室谷 健太 3)

小野 剛治 1)、佐藤 文彦 1)、梅野 博仁 1)、矢野 博久 4) 
（久留米大 1）、久留米大病理学講座 2)、久留米大医療検査学科 3) 

  久留米大先端癌治療研究センター4)) 
13. 副咽頭間隙腫瘍手術症例の検討 

◯坂口 直哉、松尾 美央子、橋本 和樹、古後 龍之介、佐藤 方宣、益田 昌吾、中川尚
志                                                                   （九州大） 

14. 当科における頭頸部悪性リンパ腫の検討 
◯縫田 竜青 1)、坂田 健太郎 1)、益永 拓也 1)、三橋 泰仁 1)、坂田俊文 2)                

（福大筑紫病院 1）、福岡大 2)) 
15. 中咽頭癌再発の検討 

◯藤村 晶子、瓜生 英興、紀井 大志、澄川 あゆみ、篠村 夏織、久我 亮介、中島 寅彦 
（九州医療センター） 

 
Ⅱ.特別講演 （16：55～17：55）   ＊日本耳鼻咽喉科学会領域講習 
 

座長 坂田 俊文 （福岡大） 

 『LiD/APD の診断と支援の現状』 
 医誠会国際総合病院副院長・イヤーセンター長 

大阪公立大学大学院聴覚言語情報機能病態学寄付講座 特任教授 

阪本 浩一 先生 
 
 
 
 
Ⅲ.一般社団法人 曽田豊二記念財団研究奨励賞 表彰式  （18：00～18：05） 
 
一般社団法人曽田豊二記念財団は、満 40 歳以下の若手研究者の支援を目的として、福岡県
地方部会・学術講演会の最優秀演題２題に対し研究奨励賞を送ります。 
最優秀演題２題は一般講演から選出し、閉会直前に発表し表彰します。各大学の主任教授か
ら２名ずつ指名された投票者計８名で投票を行います。指名された投票者は当日受付にて
お申し出下さい。投票方法は当日ご案内いたします。 
 
 
 



会場案内図 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【車でお越しの場合】 
 病院の外来駐車場(有料)を 

 ご利用下さい。 
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